
 
 

ビジョンの根幹となる基本理念（⾧岡市市民協働条例 第３条より） 
１. 市民と市は、協働のまちづくりを推進することにより、将来にわたり市民の更なる幸せな生活の実現を目指すものとする。 
２. 市民と市は、それぞれがまちづくりの主役として、自発的に活動するものとする。 
３. 市民と市は、それぞれの特性の違いを活かし、自助・共助・公助の理念にのっとり、相互に補完し合いながら、まちづくりを行うものとする。 
 

条例で定められた取り組み 
⾧岡市市民協働条例 第 11～17 条より ① コミュニティ活動の推進 ② 市民交流の推進 ③ まちづくりを担う人材の育成 

④ 子どもたちの育成 ⑤ 情報の共有 ⑥ 活動資源の確保等 ⑦ 市政への意見の反映 

 

⾧岡市の協働が目指すビジョン（2025～2030） 

つながりがはぐくむ豊かな暮らし 
～誰もがチャレンジできるまち～ 

 
⾧岡の協働が目指すのは、経済や物質的な豊かさだけでなく、つながりから生まれるかけがえのない心の豊かさです。 

その「つながり」とは、一人ひとりが立場や特性の違いを活かし、互いに補い合う関係性のことです。 
そして、分野やコミュニティを越えて、生態系のように結びつき広がるネットワークのことでもあります。 
このつながりにより、誰もが多様なチャレンジができ、それを認め合い、支え合えるまちを共に創ります。 

挑戦を認め支える 

つながりあって豊かな暮らし 

 

自然と環境を守り活かす 地域循環経済を育む 

安全で安心できる地域をつくる 


